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学校安全の推進
全小学校周辺のスクールゾーン路面表示

返還が免除される奨学金の奨学生を募集します

～宇都宮市育英基金への寄附のお願い～～宇都宮市育英基金への寄附のお願い～

　市内小学校で，平成26年９月から，
「スクールゾーン」を設定しました。ド
ライバーの皆さんは，子どもや「スクー
ルゾーン」の路面標示などを見かけたと
きは，特に，スピードダウンや歩行者と

の安全な間隔を保つなど，通学路の安全
確保に御協力ください。

●小学生が，登下校でスクールゾーンを
通る時間帯は，主に，
朝は午前７時30分か
ら８時頃，帰りは午後
３時から４時頃です。
●スクールゾーンの設定
場所⇒宇都宮市立の全
小学校を中心に周囲約
500mの範囲
●スクールゾーンは，路
面標示や看板で示して
います。

●学校教育法の規定に基づく大学，短期大学，専修学校（修業年限が２年以
上の専門課程）に平成28年４月に入学を希望する方を対象とします。
●最終学校を卒業してから１年以内に宇都宮市に居住し，かつ５年間居住を
継続した時に返還が免除されます。

制度の特徴

　本市の振興に寄与する有為な人材を育成するために貸し付ける学資につい
て，その返還の免除に必要な財源に充てるため，宇都宮市育英基金を設置し
ました。
　本制度を持続可能なものとするため，今後も市民や企業の皆さまからの寄
附金を募集しています。趣旨へご賛同いただき，ご支援くださいますようお
願いいたします。

詳しくはお問い合わせください　教育企画課　管理グループ　☎028-632-2705

宇都宮市に住
み続ける若者
に朗報！！

●財源確保などのために有料広告を掲載しています。広告内容については，広告主に直接お問い合わせください。　
●有料広告掲載についてのお問い合わせは教育企画課☎（632）2704へ。
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　教育費の負担感が子どもを生まない理
由として多いことや大学進学時，就職時
に若者の人口流出を招いているという現
状から，教育費の負担軽減や若年層の定住

促進を図ることを目的とする奨学金制度
を新たに創設しました。平成28年2月に
募集をいたします。


